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日本体育・スポーツ政策学会第 34 回大会 プログラム 

第 1 日目 １１月３０日（土） 12:00（受付）～17:45（情報交換会終了 20:00） 

 

12:30～13:15 総 会 良心館ＲＹ１０３教室 

 

 

13:30～14:00 一般研究発表セッション Ⅰ 

 

セッションⅠ-Ａ 良心館ＲＹ１０１教室 

座  長：中村 宏美（日本スポーツ振興センター） 

発表者：楊 紅梅（筑波大学大学院）・齋藤 健司（筑波大学） 

テーマ：明治初期における大相撲団体の制度の形成に関する研究‐歴史的制度論から－ 

 

セッションⅠ-Ｂ 良心館ＲＹ１０２教室 

座  長：中西 純司（立命館大学） 

発表者：有吉 忠一（同志社大学）・横山 勝彦（同志社大学） 

テーマ：スポーツ振興における財源確保と活用‐資金特性を視点に‐ 

 

14:10～14:40 一般研究発表セッション Ⅱ 

 

セッションⅡ-Ａ 良心館ＲＹ１０１教室 

座  長：舟木 泰世（尚美学園大学） 

発表者：麻原 恒太郎（日本体育大学大学院）・依田 充代（日本体育大学） 

テーマ：中学校運動部活動の「地域移行推進計画」策定の現状と課題について 

‐地方自治体政策担当者へのインタビュー調査から‐ 

 

セッションⅡ-Ｂ 良心館ＲＹ１０２教室 

座  長：森 克己（鹿屋体育大学） 

発表者：村井 愛美（同志社大学大学院）・横山 勝彦（同志社大学） 

テーマ：我が国のスポーツ競技団体による「safeguarding」システムの構築 

‐子どもの権利保障に向けて‐ 
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14:50～15:30 基調講演 良心館ＲＹ１０３教室 

「スポーツ政策の評価とマネジメント―慈善・協働・自立―」 

山谷 清志氏（同志社大学政策学部教授） 

 

 

15:45～17:45 シンポジウム 良心館ＲＹ１０３教室 

＜テーマ＞ 地域におけるスポーツ政策のデリバリー・システムはいかにあるべきか 

1．キーノートレクチャー 

「行政の立場から」 

水谷 洋夫氏（京都市文化市民局市民スポーツ振興室スポーツ企画課長） 

「スポーツ団体の立場から」 

大濱 三平氏（NPO 法人スマイルクラブ理事） 

「研究者の立場から」 

熊谷 哲氏（公益財団法人 笹川スポーツ財団上席特別研究員） 

 

2．パネルディスカッション 

 コーディネーター：内藤 正和（愛知学院大学） 

 

 

18:00～20:00  情報交換会 同志社大学内「アマーク・ド・パラディ寒梅館」 
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第２日目 １２月１日（日） 9:00（受付）～14:10 

 

9:30～11:30 会員企画セッション Ａ 良心館ＲＹ１０３教室 

 

＜テーマ＞ オリンピック・パラリンピックのレガシーの設定と評価 

―スポーツ価値のデリバリーを実現する政策立案と政策評価とは― 

 

＜タイムテーブル＞ 

9:30～9:35 趣旨説明 伊吹 勇亮（京都産業大学） 

 

9:35～10:20 基調講演 

 9:35～10:15 パリ五輪のレガシーの設定と評価 

        山田 悦子（独立行政法人日本スポーツ振興センター国際情報戦略部 

                          主任専門職） 

 10:15～10:20 事実に関する確認のための質疑応答 

 

10:20～11:30 パネルディスカッション 

 10:20～10:35 ロンドン五輪・東京五輪のレガシーの設定と評価 

        伊吹 勇亮（京都産業大学） 

 10:35～10:50 政策評価研究から見た五輪レガシー 

        米村 慎吾（同志社大学大学院） 

 10:50～11:10 パネリスト間ディスカッション 

 11:10～11:20 フロアからの質疑応答 

 11:20～11:30 パネルディスカッションの総括 

 

〇コーディネーター 

川戸 和英（情報開発研究所 代表） 
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9:30～11:30 会員企画セッション Ｂ 良心館ＲＹ１０４教室 

 

＜テーマ＞ 大学リソースを活用した中学校部活動地域移行の政策展開 

―京都市との連携事業について― 

 

＜タイムテーブル＞ 

9:30～9:35 趣旨説明 黒澤 寛己（びわこ成蹊スポーツ大学） 

 

9:35～9:38「部活動地域移行に期待すること－オリンピアンの立場から」 

      ビデオメッセージ 

奥野 史子（大阪成蹊大学スポーツイノベーション研究所 所長） 

  

9:40～10:20 基調講演「中学校部活動地域移行の政策展開」 

 大野 雅史（スポーツ庁 スポーツ戦略官） 

  

10:20～10:40「本事業の概要説明」 

 菅 文彦（大阪成蹊大学スポーツイノベーション研究所 副所長） 

  

10:40～11:00「京都市の中学校部活動地域移行の事業展開」 

 羽田 浩（京都市教育委員会 体育健康教育室 体育課長） 

        

11:00～11:30 パネルディスカッション及び質疑応答/閉会宣言 

  

〇コーディネーター・進行  

黒澤 寛己（びわこ成蹊スポーツ大学/大阪成蹊大学スポーツイノベーション研究所研究員） 

 

  



5/6 

 

13:00～13:30 一般研究発表セッション Ⅲ 

 

セッションⅢ-Ａ 良心館ＲＹ１０１教室 

座  長：尾原 弘恭（関西医療大学） 

発表者：大橋 寛治 (特定非営利活動法人アザックとよさと) 

テーマ：部活動の地域移行と青少年育成の可能性について 

 

セッションⅢ-Ｂ 良心館ＲＹ１０２教室 

座  長：高橋 義雄（早稲田大学） 

発表者：松田 竜弥（桐蔭横浜大学大学院）・日比野 暢子（桐蔭横浜大学） 

テーマ：持続可能な観光の実現に向けた地域住民の認識と満足度に関する研究 

‐長野県白馬村を事例として‐ 

 

13:40～14:10 一般研究発表セッション Ⅳ 

 

セッションⅣ-Ａ 良心館ＲＹ１０１教室 

座  長：黒澤 寛己（びわこ成蹊スポーツ大学） 

発表者：内田 和寿（関西福祉大学） 

テーマ：地域と大学をつなぐスポーツの PBL 型授業に関する研究 

 

セッションⅣ-Ｂ 良心館ＲＹ１０２教室 

座  長：石堂 典秀（中京大学） 

発表者：齋藤 健司（筑波大学） 

テーマ：フランスにおける 2024 パリオリンピックに係る不正問題の状況 
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会場案内図 

同志社大学今出川キャンパス良心館 1 階 

 

 


